
福岡地区水道企業団 地域水道ビジョン実施計画（H23～H26） ※［　］内は、目標とする数値・年度等を示す。

実施計画

４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34～

【安心】
安全で良
質な水道
水の供給

・当企業団独自の
水質管理目標値を
設定し水質管理を
徹底

◇安全で良質な水の
供給：企業団独自の水
質管理目標値の達成

◇水質管理目標値の達成［毎年］
　・水質管理目標値達成状況の検証
　　（水質・牛頸・海淡協議）
　・目標値の検証
　　及び水質管理方法の見直し検討

◇安全で良質な水の
供給：水安全計画の策
定と運用

◇厚生労働省の推奨する
　水安全計画の策定と運用
　・水安全計画の策定［～H23］
　・水安全計画の運用と検証［H24～］

・水源から給水栓ま
での水質情報を企
業団と構成団体が
共有化し、浄水処
理方法や水質管理
等について技術支
援
・水質管理に専門
知識を有する職員
の配置による構成
団体水質向上の取
り組み

◇構成団体給水栓に
おける「おいしい水の
要件」(厚生省おいしい
水研究会：S60.4）の達
成（水温除く）

◇構成団体水質担当者との連携継続
　・情報交換事業
　　（ブロック会議・研修会）の継続実施
　・構成団体の水質検査計画への
　　アドバイス［毎年：1～3月］
　・構成団体からの水質相談
　　（アドバイス）［随時］

◇筑後川水質の保全 ◇情報交換と事業実施による
　連絡体制の確保継続［毎年：随時］
　・河川水・ダム湖水の
　　検証・検討に基づく水質検査実施
　　［河川水：毎月・ダム：年4回以上］

◇山口調整池の水質
保全

◇山口調整池の水質保全
　・水質検査［毎月1回、使用前］
　・水質保全設備の運転依頼
　　［随時］
　・水質管理に関する検討［随時］
　　（福岡導水管理所との情報交換）

構成団体の水
質向上
(構成団体との
連携による給
水栓水質の向
上)

水源水質及び
水源かん養林
の保全
(より一層の水
源かん養林保
全及び河川美
化活動への支
援)

・筑後川水質汚濁
対策連絡協議会に
よる水質保全の取
り組みへ継続参加
・都市圏と水源地
域との交流事業を
通じて水源かん養
林及び水源水質の
保全活動を支援
・構成団体と住民に
対して保全活動に
ついて積極的な情
報提供

スケジュール

平成22年度 平成23～26年度 平成27年度以降最終目標 中期目標(Ｈ２３Ｎ～Ｈ２６Ｎ）
及び重点取り組み事項

供給水質の向
上
(より安全で良
質な水道用水
の供給)

目標
基本施策

(達成目標）
施策の展開

福岡地区水道企業団 地域水道ビジョン

２２年度事業の継続実施 ２２年度事業の継続実施

筑水濁協等関係機関連絡会参加

水質検査
（河川水［毎月］、ダム及び湖水［年4回以上］）

２２年度事業の継続実施 ２２年度事業の継続実施

２２年度事業の継続実施 ２２年度事業の継続実施

２２年度事業の継続実施

苦情対応検査受付

２２年度事業の継続実施

検証・運転手法検討［随時］

水質管理目標値の検証
(水質担当者会議）

見直し

ブロック会議 水質研修会
検査計画への
アドバイス

水質検査(毎月１回・使用前)、
水質保全設備の運転依頼(随時)

福岡導水管理所との情報交換［随時］

検査頻度・箇所等の検証・見直し

検査料金
見直し検討 検査料金改定説明

水安全計画の運用と検証水安全計画の策定 水安全計画の運用と検証
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実施計画

４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34～

スケジュール

平成22年度 平成23～26年度 平成27年度以降最終目標 中期目標(Ｈ２３Ｎ～Ｈ２６Ｎ）
及び重点取り組み事項

目標
基本施策

(達成目標）
施策の展開

福岡地区水道企業団 地域水道ビジョン

◇企業団水源地域で
河川美化活動への支
援の実施

◇筑後川等の水質保全
　（クリーンアップ活動）
　・継続：既存活動の継続
　・新規：鳴淵ダム上流域の
　　　　　調査・検討・企画［H23］
　　　　　篠栗町との協議・調整［H23］
　　　　　活動の実施［H24～］

　　　　　大山ダム上流域の
　　　　　調査・検討・企画［H25］
　　　　　日田市との協議・調整［H25］
　　　　　活動の実施［H26～］

◇多くの都市圏住民の
参加による水源林保全
活動の充実

・構成団体の参加（各
団体から年２回以上）
・都市圏住民の参加
（各水源地域にて参加
者公募の実施）

◇水源林保全活動への全構成団体の参加
　［各団体から年２回以上］
　（H23～24 1回以上、H25～ 2回以上）
　・幹事会やイベントごとに
　　構成団体へ呼びかけ［毎年：随時］
　・ホームページやFukusuiki通信
　　（メール）を通じて参加呼びかけ
　　［毎年：随時］

◇水源林保全活動への都市圏住民の
　参加者増
　・構成団体・企業団ホームページ等
　　を通じ参加呼びかけ［毎年：随時］
　・都市圏住民が参加出来る
　　水源林保全活動の
　　実施事業増加に向けて、
　　都市圏広域行政事業組合と協議[随時]

◇筑後川の恩恵・水源
保全・水質等の重要性
の構成団体及び都市
圏住民の認知度ＵＰ（１
００％）

◇筑後川の恩恵、水源林保全の重要性など
の構成団体及び都市圏住民の認知度ＵＰ
［80％以上］
　・構成団体の広報紙等への記事掲載や
　　構成団体イベント等でのＰＲを依頼
　　［随時］
　・企業団ホームページやメール通信等で
　　水源林保全活動等の記事掲載［随時］
　・出前講座の実施［随時］
　・構成団体や住民へアンケートの実施
　　［３年に１度程度］

◇企業団水源地域で
水源林保全活動事業
への支援の実施

◇流域連携基金による
　森林保全支援事業への協力
　・都市圏広域行政事業組合との
　　協議・調整［随時］
　・篠栗町への説明及び協議［H23］、
　　鳴渕ダムエリアでの実施[H24～]
  ・松原・下筌ダムを含むか否かの
　　検討・協議[H25～]

◇水源地域での水源林保全活動への協力
　［随時］

現状の活動を維持継続

鳴渕ダム上下流域での
河川美化活動の調査・検討・企画
及び篠栗町との協議・調整

鳴渕ダム
上下流域での
河川美化活動
の実施 大山ダム

上下流域での
河川美化活動
の調査・検討
・企画及び
日田市との
協議・調整

大山ダム上下
流域での
河川美化活動
の実施

・うきは市・篠栗町・
　日田市大山町エリアでの
　河川美化活動の継続
・五ヶ山ダム上下流域での
　河川美化活動の
　調査・検討・企画［H29］
・那珂川町・吉野ヶ里町との
　協議・調整［H29］
・五ヶ山ダム上下流域での
　河川美化活動の実施［H30～］

［全構成団体の
年１回以上の参加を目指す］ ［全構成団体の年２回以上の参加を目指す］

幹事会やブロック会議・HP・Fukusuiki通信等を通じて構成団体へ呼び掛け［随時］

都市圏住民が参加出来る水源林保全活動の実施事業の増加に向け、
福岡都市圏流域連携基金の母体：福岡都市圏広域行政事業組合との協議・調整［随時］

水源林保全活動への都市圏住民の参加者増

構成団体及び企業団ホームページ等を通じて参加の呼び掛け［随時］

福岡都市圏流域連携基金による森林保全支援事業に協力

篠栗町への
説明及び協議
・調整

鳴渕ダム
エリアでの
実施

松原・下筌ダム（小国町エリア）
を含むか否可の検討・協議
（福岡都市圏広域行政事業組合と）

五ヶ山ダムエリアにおける
実施事業の状況調査
及び協議・調整［H30～］

水源地域での水源林保全活動へ協力

［全構成団体の1/3以上が
年１回以上の参加を目指す］

広域行政事業組合を交えた
来年度実施に向けての協議

広報依頼・イベントＰＲ・ＨＰ等掲載［随時］

メール通信・幹事会等で情報提供・交換［随時］

アンケート実施、集計・分析
　　　　［H22年8月～10月］

構成団体へ広報・イベントでのＰＲを依頼［随時］

メール通信・ホームページ等へ記事掲載［随時］

アンケート実施、集計・分析
アンケート実施、集計・分析
［H28,31,34：３年に１回程度］

出前講座の実施・継続 出前講座の実施・継続 出前講座の実施・継続［毎年］

ビジョン実施計画（2011_03_31）　2／15



実施計画

４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34～

スケジュール

平成22年度 平成23～26年度 平成27年度以降最終目標 中期目標(Ｈ２３Ｎ～Ｈ２６Ｎ）
及び重点取り組み事項

目標
基本施策

(達成目標）
施策の展開

福岡地区水道企業団 地域水道ビジョン

【安定】
構成団体
に必要な
水道用水
の安定供
給

・大山ダム、五ヶ山
ダムについて関係
機関へ建設促進の
要望の実施
・ダム工事状況など
についてホーム
ページによる情報
提供

◇大山ダム供用開始
(平成25年度）
　（新規水源開発）

◇管理規定の協議［H23～24］

◇大山ダム建設促進に関する、
　国・県等関係機関への提言活動
　［～H23：年２回］

◇五ヶ山ダム供用開始
(平成30年度）
　（新規水源開発）

◇渇水対策容量の運用の検討［～H26］

◇施設整備等
　・基本設計［H23］
　・用地取得［H24］
　・取水・導水施設実施設計［H24～28］
　・取水・導水施設整備工事［H25～29］
　・事業再評価［ダム本体H24］

◇五ヶ山ダム建設促進に関する、
　国・県等関係機関への提言活動
　［～H28：年２回］

◇水利権の更新 ◇両筑水利権更新［H24］

◇水源開発状況の情
報提供

◇ダム工事状況等の情報のホームページの
リンク等による提供
　・ダム工事関係機関のホームページ等
　　へのリンクにより情報提供［随時］
　・ダム工事等に関連する事業再評価等の
　　情報をホームページ等で提供［適宜］

安定水源の確
保
(大山ダム：平
成24年度完
成、五ヶ山ダ
ム：平成29年度
完成）

試験湛水［水資源機構］ 大山ダム供用開始［水資源機構］

国・県等の関係機関に対し要望活動［年２回］

本体工事［水資源機構］

取水場用地　取得物件調査、用地測量、
用地交渉地権者協議

基本計画

再評価（広域化）
［12月］

実施設計・詳細設計［H24～28］

再評価
（ダム本体）

再評価（広域化）
［H27］

基本設計

五ヶ山ダム
供用開始［H30～］

転流工（本体着工）［福岡県］ 本体打設[H25～28] 試験湛水
[H28～29]

国・県等の関係機関に対し要望活動［～H28 年２回］

両筑水利権申請

福導水利権申請
［H27年度末］

五ヶ山水利権申請
［H26年度末］

ホームページリンクによる情報提供［随時］

再評価等の情報提供［適宜］

導水ルートの詳細検討

渇水対策容量の運用の検討［五ヶ山ダム連絡協議会］

水利権

管理規定策定

ダム検証

運用方法の決定●

水利権

1/31
申請

水利権申請事前協議
資料作成（業務委託）

審査・
審査対応

許可

鳴淵ダム

管理規定の協議筑後川河川事務所 決裁中

12/20 コンクリート打設完了

五ヶ山許可期限
H27.3.31

（当初申請より10年）

福導許可期限
H28.3.31

取水場・導水管工事［H25～H29］
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実施計画

４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34～

スケジュール

平成22年度 平成23～26年度 平成27年度以降最終目標 中期目標(Ｈ２３Ｎ～Ｈ２６Ｎ）
及び重点取り組み事項

目標
基本施策

(達成目標）
施策の展開

福岡地区水道企業団 地域水道ビジョン

◇五ヶ山ダム供用開始
(平成30年）
　(渇水対策容量の確
保）

※
◇渇水対策容量の運用の検討
◇施設整備等
◇五ヶ山ダム建設促進に関する、
　国・県等関係機関への提言活動

については、【１１】と同じ

◇構成団体と住民への
渇水情報提供の充実
(構成団体の信頼度１０
０%）

◇構成団体と都市圏住民への情報提供の充
実
　［構成団体の信頼度100%］
　・街頭キャンペーン実施［随時］
　・ホームページによる情報提供の充実
　　［随時］
　・水源情報提供に対する構成団体の
　　評価・要望の収集・分析・見直し
　　［H25］

災害対
策及び
緊急時
対策の
充実

基幹施
設、管
路の耐
震化
（牛頸
浄水場
及びポ
ンプ場
等の耐
震性・
管路の
警固断
層帯影
響の検
討）

・効率的な耐震化
計画の作成
・耐震化計画に基
づき計画的に浄水
施設の補強や管路
の耐震化の実施

◇牛頸浄水場及びポ
ンプ場の耐震補強整備
の実施(27年度完了）

◇牛頸浄水場施設の耐震補強
　［11施設：～H26までに100%完了］
　・濃縮槽の耐震補強完成［H23］
　・１系急速ろ過池・沈殿池［H24］
　・２系急速ろ過池・沈でん池[H24～26]
　・排泥池,洗浄排水槽［H25]
　・スラッジ貯留槽、上澄水貯留槽の
　　耐震補強工事［H26］

◇耐震機能を持たせた
設備機器設置(更新
時）

◇更新工事に併せ設備機器の耐震化実施
　・H23：大隈ポンプ場、大佐野第２配水
池外４件、西ケ浦配水池TC/TM外３件
　・H24：浦の原ポンプ場、大佐野ポンプ
場、人丸配水池TC/TM外１件
　・H25：大佐野配水池TC/TM外３件
　（H26は、更新工事の予定なし）

・五ヶ山ダムについ
て関係機関へ建設
促進の要望の実施
(再掲）
・山口調整池につ
いて関係機関と協
力して、より一層の
効率的運用の検討
・渇水時には構成
団体との水源情報
の共有化及びホー
ムページや街頭
キャンペーンによる
節水の呼びかけ

渇水対策の充
実
(送水制限の減
少：10年に1回
程度以下、構
成団体及び福
岡都市圏住民
へ渇水情報提
供の充実）

ホームページによる情報提供の充実［随時］

街頭キャンペーン実施［随時］

ホームページによる情報提供の充実［随時］

水源情報提供に対する構成団体の
評価・要望の収集・分析・見直し

水源情報提供に対する構成団体の
評価・要望の収集・分析・見直し
［H28,31,34］

月の浦ﾎﾟﾝﾌﾟ場・立花寺ﾎﾟﾝﾌﾟ場・西ヶ浦配水池に
耐震機能を持たせた設備機器設置

順次、耐震機能を持たせた設備機器設置

・浦の原ﾎﾟﾝﾌﾟ場
・大佐野ﾎﾟﾝﾌ場
・人丸配水池
　 TC/ TM外１箇所

・大隈ポンプ場
・大佐野第２配水池
　外４箇所
・西ケ浦配水池
　TC/TM外３箇所

△
耐震機能チェック

・大佐野配水池
  TC/ TM外3箇所

１系急速ろ過池・沈でん池(Ｂ系列)耐震補強工事［～H22］

１系浄水池耐震補強工事［～H22］

１系急速ろ過池・
沈でん池(Ｃ系列)
耐震補強工事

１系急速ろ過池・
沈でん池(Ｄ系列)
耐震補強工事

濃縮槽耐震補強工事 排泥池耐震補強工事

スラッジ貯留槽耐震補強工事

洗浄排水槽耐震補強工事

上澄水貯留槽耐震補強工事

２系急速ろ過池・
沈でん池(管廊部)
耐震補強工事

２系急速ろ過池・
沈でん池(Ｅ系統)
耐震補強工事

２系急速ろ過池・
沈でん池(Ｆ系統)
耐震補強工事

【１１】に同じ
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実施計画

４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34～

スケジュール

平成22年度 平成23～26年度 平成27年度以降最終目標 中期目標(Ｈ２３Ｎ～Ｈ２６Ｎ）
及び重点取り組み事項

目標
基本施策

(達成目標）
施策の展開

福岡地区水道企業団 地域水道ビジョン

◇導送水管路の耐震
化対策の実施

◇耐震化整備事業の推進
　・下原系送水管(警固断層南東部)の
　　耐震化整備事業着手［H23～31］
　・下原系送水管(志免・粕屋地区)の
　　耐震化［H23～25］

◇企業団本庁舎の耐
震化、長寿命化対策
（整備）の実施

◇企業団本庁舎の耐震補強工事、
　外壁改修工事等の実施
　・企業団本庁舎耐震補強工事、
　　外壁改修工事［H23］
　・企業団本庁舎内装工事（１，２階）
　　［H24］
　・企業団本庁舎内装工事（３階）
　　［H25］

応急復
旧体制
の整備

・構成団体及び関
係企業団と相互応
援協定の整備及び
資材情報の共有化
・福岡導水事故対
策を水資源機構と
ともに整備

◇企業団の応急復旧
体制確立

◇災害・渇水対策マニュアルの改定
　［毎年：5～6月］

◇危機管理訓練の実施
　（水資源機構、構成団体の関係機関
　　を含む）［年1回］

◇筑後川水道３企業団との
　災害時相互応援協定に基づく
　情報交換の実施［毎年］

◇水資源機構等と緊急時連絡体制に関する
　情報交換の実施［毎年］

◇企業団の危機管理
体制確立

◇牛頸浄水場に係る危機管理対策の充実
　・各種対応訓練の実施
　　［毎年：10月～12月］
　・マニュアルの見直し、検討
　　［毎年：1月～3月］

◇水質センターに係る危機管理対策の充実
　・訓練実施［年1回：10～12月］
　・マニュアル見直し［毎年：1～3月］

危機管理訓練の実施検討

・水資源機構との連絡調整
・企業団内部の連絡調整
・実施要綱の作成

危機管理訓練の実施［毎年11～12月］
［水資源機構及び構成団体と合同］

危機管理訓練の実施［毎年］

災害・渇水対策マニュアルの改定［毎年］災害・渇水対策マニュアルの改定

○災害・渇水対策マニュアルを適時、適切に整備
［人事異動・組織変更による改定。対策の改定など随時実施］

○企業団、水資源機構、構成団体等と
　共同で危機管理訓練を実施する。
［総務課がスケジュール等の調整等、
　全体を統括］

危機管理訓練の実施［毎年］

災害・渇水対策マニュアルの改定［毎年］

訓練の継続実施

マニュアル見直し［毎年１～３月］マニュアル見直し

各種訓練の実施

マニュアル見直し［毎年］

水質センター危機管理マニュアルに基づく対応 ２２年度事業の継続実施 ２２年度事業の継続実施

試薬漏洩・火災消火避難訓練

マニュアル見直し

本庁舎屋上外２箇所
防水改修工事 本庁舎耐震補強工事

本庁舎外壁改修工事

本庁舎内装工事

導送水管路線の耐震化基本調査業務委託

大容量送水管事業基本計画委託

大容量送水管事業　［～H31］

実施設計委託［～H30］

耐震化工事［H30～］

水資源機構・筑後川水道3企業団との情報交換実施
水資源機構・筑後川水道3企業団との情報交換実施 水資源機構・筑後川水道3企業団

との情報交換実施

耐震化工事（志免・粕屋地区）

水管橋耐震診断委託
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実施計画

４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34～

スケジュール

平成22年度 平成23～26年度 平成27年度以降最終目標 中期目標(Ｈ２３Ｎ～Ｈ２６Ｎ）
及び重点取り組み事項

目標
基本施策

(達成目標）
施策の展開

福岡地区水道企業団 地域水道ビジョン

◇海水淡水化センターに係る危機管理対策
の充実
　・消防避難訓練［2回／年］
　・危機管理訓練［1回／年］
　・緊急時対応計画書作成［H22、H23］
　　及び見直し［H24～］

◇都市圏の緊急時相
互応援体制確立
　 （都市圏で検討・決
定）

◇都市圏災害時応援協定に基づく
　情報交換の実施［毎年］

◇要綱等の見直し、検討［随時］

◇北部福岡緊急連絡管の使用訓練の実施
　［毎年］

都市圏災害時応援協定に基づく情報交換
[毎年４月末頃]

北部福岡緊急連絡管　完成 北部福岡緊急連絡管　供用開始

都市圏災害時応援協定に基づく情報交換
[毎年４月末頃]

都市圏災害時応援協定に基づく情報交換
[毎年４月末頃]

要綱の改定、検討［随時］

北部福岡
調整会議の設置

訓練の実施 訓練の実施 訓練の実施 訓練の実施運用協定書の締結
運用ﾏﾆｭｱﾙの策定

消防・
避難訓練
［5月］

消防・
避難訓練
［11月］

電気事故等
想定訓練

優先度高の
項目作成

電気事故等
想定訓練

緊急時対応計画書
項目・構成検討

優先度低の
項目作成

緊急時対応
計画書見直し 緊急時対応計画書見直し［毎年］

消防・避難訓練の実施［年２回］
電気事故等想定訓練［年２回］ 継続実施
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実施計画

４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34～

スケジュール

平成22年度 平成23～26年度 平成27年度以降最終目標 中期目標(Ｈ２３Ｎ～Ｈ２６Ｎ）
及び重点取り組み事項

目標
基本施策

(達成目標）
施策の展開

福岡地区水道企業団 地域水道ビジョン

運営基
盤の強
化

（新規） （新規）

◇運営体制の見直し
　

◇福岡地区水道企業団地域水道ビジョン等
　の見直し［H26］
　・ビジョン、実施計画の進行管理
　　［毎年］
　・ビジョンの見直し［H26］
　・新実施計画取りまとめ［H26]

財政状
況の安
定化

（新規）

◇運営体制の効率化
　（適正な人員配置）
　（運営コストの削減）

◇運営体制効率化計画の実施
　・組織編成の見直し［H22～］
　・ＯＢ代替（活用）［H22～］
　・浄水場運転管理業務マニュアルの
　　整備［H23～24］

（新規）

◇経費の削減 ◇経常的経費の段階的削減
　・庁用車配置計画（リース化）の実施
　　［H23～13台］

◇制限付一般競争入札の実施
　［H21年8月～］

◇業者登録業務の簡素化の実施
　［H23～］

◇総合評価方式（工事契約）導入の試行
　［H24～］

・長期的財政収支
計画の策定
・高金利既往債の
借換等による支払
利息の軽減

◇財務基盤の強化

（企業債借入抑制・割
賦負担金の繰上償還
により企業債等残高を
削減）

◇財政収支計画の実施・策定
　・Ｈ27以降の財政収支計画の策定
　　［H25～26］

◇大山ダム建設費負担金一括払いの極大化
　・資金の確保
　　［H24までに90億円の基金積立］
　・建設費負担金一括払い［H25］

◇繰上償還の要請・協議[水資源機構]

◇経営リポート作成［毎年］

（効率的な資金運用） ◇効率的な資金運用の実施［随時］

【持続】
運営基盤
の強化、
水源地域
と福岡都
市圏の信
頼関係の
醸成

経常的経費の段階的削減 庁用車配置計画（リース化）の実施

制限付一般競争入札の実施［H21.8～］

運営体制効率化研究会［～H24年3月］

ＯＢ活用（代替）を含めた機構整備［H22～］

適切な財政運営による資金の確保
（24年度までに基金に90億円積立)

大山ダム建設費負担金の
一括払い

長期財政収支見通し策定［～H22］

次期財政収支計画の策定［～H22］ H27以降の財政収支計画の策定

業者登録事務の簡素化案の検討 業者登録事務の簡素化の実施［H23年度～］

総合評価方式（工事契約）導入の試行［H24年度～］総合評価方式（工事契約）導入の検討

有価証券等による効率的な資金運用の実施

浄水場運転管理業務マニュアル整備計画策定 マニュアル整備［～H25 3月］

次期財政収支計画を踏まえた財政運営の実施

短期運用及び今後の基金等貸付金の運用と割賦負担
金・起債等長期借入に係る方針案策定［H22］

H22年策定の方針案を踏まえた効率的な資金運用の実施

導入準備

ビジョン見直し

地域水道ビジョン実施計画　取りまとめ［H21～22］ 地域水道ビジョン（新）実施計画取りまとめ

ビジョン、実施計画の進行管理［毎年］

繰上償還の要請・協議

経営リポート作成経営リポート作成 経営リポート作成
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実施計画

４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34～

スケジュール

平成22年度 平成23～26年度 平成27年度以降最終目標 中期目標(Ｈ２３Ｎ～Ｈ２６Ｎ）
及び重点取り組み事項

目標
基本施策

(達成目標）
施策の展開

福岡地区水道企業団 地域水道ビジョン

◇水質センター運営効
率化

◇水質検査効率化の推進
　・測定項目の集約・類型化［毎年］

◇新技術導入によるコ
スト削減

◇技術公募による共同研究
　・新たな技術公募の実施［H23～25］

◇水源選択の最適化 ◇筑後川と福岡都市圏の水管理指標の
　策定・検証
　・水管理指標の検討［H23～24］
　・水管理指標の策定［H24］
  ・水管理指標の検証［H25～26］

◇山口調整池の効率的運用の検討
　［H22～26］

２２年度事業の継続実施検査結果集計

見直し・水質検査計画策定

２２年度事業の継続実施

測定項目の集約・類型化

技術提案共同実験［H20～H22］

新たな技術公募内容の決定

技術公募の実施、研究

検査箇所・頻度精査

 水管理指標の検討　（検討会：水機構,福岡県,福水企,福岡市、春那企等）

●
水管理指標策定
（五ヶ山ダム完成後
の水運用）

海淡運用マニュアル作成●
（海淡センター）

「水管理指標」検討（福水企）

 水管理指標の検証

●
河川管理者チェック

●
水管理指標策定

（大山ダム完成後の水運用）

 水管理指標の修正検討

山口調整池の効率的運用の検討
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実施計画

４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34～

スケジュール

平成22年度 平成23～26年度 平成27年度以降最終目標 中期目標(Ｈ２３Ｎ～Ｈ２６Ｎ）
及び重点取り組み事項

目標
基本施策

(達成目標）
施策の展開

福岡地区水道企業団 地域水道ビジョン

施設の
延命利
用及び
計画的
な更新
（適正
なライ
フサイ
クルコ
スト）

・予防保全など適
正な維持管理によ
る施設の延命利用
・施設の劣化診断
を行った上で、計画
的かつ効率的な更
新の実施(アセット
マネジメント手法の
導入）

◇企業団方式のアセッ
トマネジメントの確立(ラ
イフサイクルコスト20％
以上低減）

◇維持管理更新計画の検証
　・各課作成の維持管理更新計画の
　　把握、検証［随時］
　・修繕・更新サイクルの検証
　　［H25～：随時］

◇導送水管の機能強化計画策定
　・調査の実施
　　（管路診断，管路機能評価，
　　　管路影響度調査）［H23］
　・管路整備計画(案)の策定［H24］

◇牛頸浄水場・ポンプ場施設
　・アセットマネジメント手法による
　　長期維持管理、改修、更新計画の
　　策定及び実施［毎年］

◇水質センター機器の機能強化計画の実施
［毎年］
　・長期維持管理、修繕、更新計画の
　　実施と検証及び見直し

◇海淡センター機器の機能強化計画の実施
　・アセットマネジメント手法による
　　長期維持管理、改修、更新計画の
　　策定及び実施［毎年］
　・膜交換サイクル延長

●点検整備・計画的機器更新の要項策定

計画的な点検整備・機器更新 ２２年度事業の継続実施 ２２年度事業の継続実施

アセットマネジメント手法による
長期維持管理・改修・更新計画の策定・実施 ２２年度事業の継続実施 ２２年度事業の継続

管路整備計画（案）の作成 管路整備計画の修正［H29,34］

点検整備更新計画の見直し

鋼管外面塗覆装損傷調査

導送水管路線の耐震化基本調査業務委託(再掲)

大容量送水管事業基本計画委託

大容量送水管事業(再掲)　［～H31］

実施設計委託(再掲)［～H30］

参
考

修繕・更新サイクルの検証

アセットマネジメント手法による
長期維持管理・改修・更新計画の策定・実施 ２２年度事業の継続実施 ２２年度事業の継続

管体老朽度調査委託

可とう管老朽度調査委託

　調査を５年毎に実施し，更新計画を修正する。

鋼管外面塗覆装損傷調査

トンネル調査委託

水管橋耐震診断委託（再掲）

鋼管外面塗覆装損傷調査

管体老朽度調査委託 管体老朽度調査委託

各課作成の維持管理更新計画の把握 各課作成の維持管理更新計画の検証

次期財計の策定にあわせた改修・更新計画の策定

膜交換サイクル一部延長試験実施 延長試験継続 本運用
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実施計画

４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34～

スケジュール

平成22年度 平成23～26年度 平成27年度以降最終目標 中期目標(Ｈ２３Ｎ～Ｈ２６Ｎ）
及び重点取り組み事項

目標
基本施策

(達成目標）
施策の展開

福岡地区水道企業団 地域水道ビジョン

◇福岡市と同レベルの
技術力維持

◇福岡市と同レベルの技術力維持
　・ＯＪＴ研修実施・見直し
　　［各課：随時］
　・外部研修への参加［随時］
　　（日水協や福岡市水道局技術研修）
　・企業団職員職員研究発表会
　　［毎年：11～12月］

◇技術力の維持 ◇技術力を継承するためのマニュアルの
　整備・見直し［毎年］

◇各種訓練・研修の実施［毎年］

・交流事業、水源保
全事業への支援に
よる連携の継続
・当企業団の事業
運営の状況や水源
地域の催しなどの
情報をHPや機関誌
などを通じて積極
的に発信

◇多くの都市圏住民の
参加による水源林保全
活動の充実
　・構成団体の参加（各
団体から年２回以上）
　・都市圏住民の参加
（各水源地域にて参加
者公募の実施）

※
◇水源林保全活動への全構成団体の参加
　および
◇水源林保全活動への
　都市圏住民の参加者増

については前述

◇筑後川の恩恵・水源
保全・水質等の重要性
の構成団体及び都市
圏住民の認知度ＵＰ（１
００％）

※
◇筑後川の恩恵、水源林保全の重要性など
の構成団体及び都市圏住民の認知度ＵＰ

については前述

◇企業団水源地域で
水源林保全活動事業
への支援の実施

※
◇流域連携基金による
　森林保全支援事業への協力
　および
◇水源地域での水源林保全活動への協力

については前述

・構成団体による広
報啓発活動への支
援
・出前講座の実施

◇筑後川の恩恵・水源
保全・水質等の重要性
の構成団体及び都市
圏住民の認知度ＵＰ（１
００％）
◇構成団体情報提供
の充実（構成団体の信
頼度１００％）

※
◇筑後川の恩恵、水源林保全の重要性など
の構成団体及び都市圏住民の認知度ＵＰ
　および
◇構成団体や住民への情報提供の充実

については前述

◇構成団体と住民への
情報提供の充実

◇情報提供の充実
　・予算・決算・組織・財政計画の最新
データのＨＰへの掲載［随時］

　・水道事業ガイドラインに基づく
　　業務指標（PI）最新データの
　　ＨＰへの掲載［毎年：3月］

水源地
域と福
岡都市
圏の信
頼関係
の醸成

水源地
域との
連携の
継続
（水源
地域と
福岡都
市圏の
信頼関
係の醸
成）

構成団
体と住
民への
情報提
供
（構成
団体と
住民へ
の積極
的な情
報提
供、構
成団体
の広報
啓発活
動への
支援充
実）

人材の
確保及
び技術
力の維
持向上
（次世
代を担
う人材
の育成
及び確
保）

・技術力を確保する
ため、定期的な技
術研修や職員研究
発表会の実施、外
部研修への積極的
な参加
・技術力を継承して
いくため、マニュア
ル等の整備

ＯＪＴ研修実施・見直し［各課］、外部研修への参加

企業団職員研究発表会開催［毎年11月頃］
企業団職員研究発表会開催［毎年11月頃］

○ＯＪＴ研修：業務遂行を通じ、ベテラン職員の知識、経験等を若年層職員等に継承する。
○外部研修：日本水道協会、福岡市水道局等の技術研修に参加させる。
○企業団職員研究発表会：１１月頃実施する。

企業団職員研究発表会開催
［毎年11月頃］

予算・決算・組織・財政計画の
最新データＨＰ掲載［随時］ 予算・決算・組織・財政計画の最新データＨＰ掲載［随時］

マニュアル等の整備・見直し、各種訓練・研修の実施

ＯＪＴ研修実施・見直し［各課］、外部研修への参加

業務指標（PI）ＨＰ更新［毎年3月］
業務指標（PI）ＨＰ更新［3月］

業務指標（PI）ＨＰ更新
［毎年3月］

ビジョン実施計画（2011_03_31）　10／15



実施計画

４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34～

スケジュール

平成22年度 平成23～26年度 平成27年度以降最終目標 中期目標(Ｈ２３Ｎ～Ｈ２６Ｎ）
及び重点取り組み事項

目標
基本施策

(達成目標）
施策の展開

福岡地区水道企業団 地域水道ビジョン

　・地域水道ビジョン実施計画
　　取組状況のHPへの掲載［毎年：5月］
　・公表［H23年5月］
　・達成状況中間報告［H25］

　・水源情報の提供［随時］

　・Ｑ＆Ａの内容更新［随時］
　・見学者への情報提供の充実［随時］
　・浄水場見学者に対する
　　バリアフリー施設の充実［H23］

　・ＨＰ、機関誌、パンフレットなど
　　による情報提供［随時］
　・掲載メニューの充実検討［随時］

２１年度水質検査結果確定 ２１年度結果HP掲載
２２年度事業の継続実施 ２２年度事業の継続実施

ＨＰ、機関誌、パンフレットなどによる情報提供

掲載メニューの充実検討

Q＆A内容更新［随時資料収集改訂］

見学者への情報提供の充実［随時］ 見学者への情報提供の充実［随時］

Q＆A内容更新［随時資料収集改訂］

浄水場見学者に対する
バリアフリー施設の充実

地域水道ビジョン実施計画　実施状況ＨＰ更新［毎年5月］

ビジョン実施計画公表

（中間報告）

地域水道ビジョン実施計画
実施状況ＨＰ更新［9月］

地域水道ビジョン実施計画
実施状況ＨＰ更新［毎年5月］

水源情報の提供［随時］ 水源情報の提供［随時］
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実施計画

４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34～

スケジュール

平成22年度 平成23～26年度 平成27年度以降最終目標 中期目標(Ｈ２３Ｎ～Ｈ２６Ｎ）
及び重点取り組み事項

目標
基本施策

(達成目標）
施策の展開

福岡地区水道企業団 地域水道ビジョン

◇環境負荷低減活動
の実施(電気・ガス・コ
ピー用紙等）

◇環境負荷低減活動の実施
　［エネルギー消費原単位を
　　中長期的に年平均１％以上低減］
　・環境保全実行計画に基づき
　　活動の実施［通年］
　・省エネ法関係の取組
　　（エネルギー削減）［通年］
　・前年度活動の検証・見直し
　　［毎年：5～6月］

◇海水淡水化センター
消費電力量削減

◇海淡センター消費電力量削減
　・第１種エネルギー管理指定工場
　　としての法的義務の達成
　　［海水淡水化センターにおける
　　　エネルギー消費原単位を
　　　中長期的に年平均1％以上削減］
　・省エネのための運転方法等の検討
　　［毎年］

◇濃度差発電等新エネルギーの検討
　［随時］

◇本庁・海水淡水化セ
ンター・牛頸浄水場・水
質センター消費電力量
削減

◇年度毎のＥＡ２１目標達成［H23］
　（省エネルギー対策）
　・環境活動の継続、
　　検証と見直し［毎年］

◇年度毎のＥＡ２１に準拠した環境保全計
画の目標達成［H24～］
　・環境活動の継続、
　・検証と見直し［毎年］

◇太陽光発電等他のエネルギーの活用を
　図るなど種々の方策の実施・検証
　・太陽光発電取付工事［H24～H26］

◇浄水汚泥全量有効
利用の継続

◇新たな処分方法開
発

◇全量有効利用の継続［毎年］

◇大山ダム、五ケ山ダム増量分の
　汚泥処分については
　新たな処分方法の確立
　・新たな処分方法の検討［H23～］

◇建設廃棄物の中間
処理の継続

◇建設廃棄物の中間処理の継続

・牛頸浄水場、水質
センターにおいて環
境マネジメントシス
テムの認証継続
・海水淡水化セン
ターにおいて省エ
ネルギー対策の全
う
・職員に対して環境
対策・省エネル
ギー教育の実施
・新技術の情報収
集に努め、さらなる
省エネルギー対策
について検討

・浄水汚泥の有効
利用の継続及び新
たな再利用につい
て検討
・工事により発生す
る建設廃棄物の中
間処理施設への搬
入について確認
・使用済み膜の有
効利用について検
討

廃棄物の有効
利用
（浄水汚泥の有
効利用の継続
と新たな再利用
の研究、建設
廃棄物(アス
ファルト等）の
中間処理の継
続、使用済み
膜の有効利用
方法の検討）

【環境】
環境への
影響の低
減

環境対策・省エ
ネルギー対策
（環境対策、省
エネルギー対
策の継続と推
進）

使用状況報告書提出［7月末］

定期報告書・中長期報告書［11月末］ 定期報告書・中長期報告書［H23N～：毎年7月末日］

濃度差発電等、新エネルギーの検討

省エネ運転方法等の検討 ２２年度事業の継続実施 ２２年度事業の継続実施

改正省エネ法
中長期計画書提出

太陽光発電
工事設計

ＥＡ２１環境レポートホームページ掲載

▼
△

ＥＡ２１目標設定

全量有効利用の継続

新たな処分方法の検討
・処分方法の確立

全量有効利用の継続

新たな処分方法の検討
・処分方法の確立

工事等で発生した建設廃棄物の
中間処理を適正に確認

工事等で発生した建設廃棄物の
中間処理を適正に確認

工事等で発生した建設廃棄物の
中間処理を適正に確認［毎年］

前年度活動の検証・見直し［5～8月］

環境保全活動の実施・省エネ法関係の取組 環境保全活動の実施・省エネ法関係の取組

前年度活動の検証・見直し 前年度活動の検証・見直し

買取制度の動向調査・太陽光発電取付工事

環境活動の継続、年度毎の検証・見直し

ＥＡ２１に準拠した環境保全活動

２２年度事業の継続実施 ２２年度事業の継続実施
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実施計画

４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34～

スケジュール

平成22年度 平成23～26年度 平成27年度以降最終目標 中期目標(Ｈ２３Ｎ～Ｈ２６Ｎ）
及び重点取り組み事項

目標
基本施策

(達成目標）
施策の展開

福岡地区水道企業団 地域水道ビジョン

◇使用済み膜の有効
利用（１００％）

◇使用済み膜の有効利用
　［使用済み膜の有効利用率100％］
　・使用済み膜公募の継続［毎年］
　・使用済み膜有償譲渡先の確立
　　［～H26］

※
◇技術公募による共同研究

については前述

◇環境負荷低減活動
の実施（電気・ガス・コ
ピー用紙等）

※
◇環境負荷低減活動の実施

については前述

◇消費資源の削減 ※
◇年度毎のＥＡ２１目標の達成等

については前述

・庁舎内における省
資源化取組方針策
定
・本庁舎消費資源
の削減（コピー用紙
使用量を10％以上
削減）

排出ゴミの削減
｛庁舎内におけ
る３R｛(リデュー
ス：ゴミを減ら
す）、(リユース：
繰り返し使う）、
(リサイクル：資
源としての利
用）｝の推進｝

使用済み膜公募契約［毎年5月末］

高圧RO膜譲渡
［毎年8月末］

UF膜・低圧RO膜譲渡
［毎年10月末］

使用済み膜公募の継続［毎年］

使用済み膜の有償譲渡先の確立

２７年度以降も継続
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実施計画

４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34～

スケジュール

平成22年度 平成23～26年度 平成27年度以降最終目標 中期目標(Ｈ２３Ｎ～Ｈ２６Ｎ）
及び重点取り組み事項

目標
基本施策

(達成目標）
施策の展開

福岡地区水道企業団 地域水道ビジョン

【管理】
適正な維
持管理の
継続

・日常点検及び定
期点検を確実に実
施し、施設の適正
な維持管理を実施

◇維持管理システムの
構築

◇維持管理情報システムの構築
　・管路，弁栓類等の位置情報を収集し，
　　GIS化をはかる［H21～26］
　・GIS、GPSデータを利用した
　　維持管理の実施［H22～］

◇施設・管路の事故ゼ
ロの継続

◇施設・管路の事故ゼロの継続
　・施設の点検［随時］
　・安全パトロール［毎年：年１～２回］

・導水・送水施設の
総点検を行い、用
水供給システムの
機能強化を実施

◇導送水管の機能強
化計画策定

※
◇導送水管の機能強化計画策定

については前述

◇都市圏全体でのバッ
クアップ機能確保

◇筑紫地区バックアップ工事実施
　［H23～H26］
  ・基本計画［H23］・実施計画［H24］
　・実施設計［H25］・工事実施［H26］

・福岡導水による安
定的な原水確保を
継続するため、点
検、維持補修、改
良更新等につい
て、水資源機構と
協力して検討

◇福岡導水事故再発
ゼロの継続

◇長期計画による福岡導水機能強化事業の
　実施(水資源機構事業）［H24～］

◇耐震化の完成（水資源機構事業）
　・可とう管耐震化整備等［～H24］

※
◇水資源機構との危機管理訓練の実施

については前述

独立行政法人
水資源機構と
の連携
（福岡導水によ
る安定的な原
水確保の継続）

適正な維持管
理の継続
（適正な維持管
理の継続及び
充実改善、導
水・送水施設の
総点検による
用水供給シス
テムの機構強
化）

施設安全パトロール 工事安全パトロール

ＧＩＳ，ＧＰＳデータを利用した維持管理の実施ＧＩＳ，ＧＰＳデータを利用した維持管理の実施
ＧＩＳ，ＧＰＳデータを利用した
維持管理の実施［毎年］

筑紫地区バックアップ工事事業化関係機関協議 基本計画 実施計画 工事実施

可とう管耐震化整備等［水資源機構］

長期計画の検討

長期計画による機能強化事業（水資源機構事業）
［点検調査］

現地調査・ﾊﾞｲﾊﾟｽﾄﾝﾈﾙ断面の検討

事業実施計画
策定

福岡導水
(2号トンネル)
の二重化

予算要求

管路位置情報
の収集
［L=20km］

管路位置情報
の収集
［L=20km］

管路位置情報
の収集
［L=20km］

管路位置情報
の収集
［L=20km］

管路，弁栓類の位置情報をシステムへ導入

弁栓類位置調査業務委託

送水路線埋設位置探査等業務委託

送水管路管理システム更新業務委託 送水管路管理システム保守業務委託

送水管路評価システム導入業務委託

送水管路管理システム
保守業務委託

実施設計

施設の点検［随時］ 施設の点検［随時］

２２年度事業の継続実施 ２２年度事業の継続実施
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実施計画

４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34～

スケジュール

平成22年度 平成23～26年度 平成27年度以降最終目標 中期目標(Ｈ２３Ｎ～Ｈ２６Ｎ）
及び重点取り組み事項

目標
基本施策

(達成目標）
施策の展開

福岡地区水道企業団 地域水道ビジョン

・マッピングシステ
ムにより他事業者
に対して管路情報
の提供
・管路情報を構成
団体へ提供

◇構成団体マッピング
システムへ企業団管路
情報の掲載

◇マッピングシステムによる情報共有化
　・管路データを逐次，構成団体に提供
　　［随時］

◇維持管理情報システ
ムの構築

※
◇維持管理情報システムの構築

については前述

【国際】
国際的な
情報発信

・施設案内、パンフ
レット、ホームペー
ジ等の改良案作成
（外国語版充実）

◇パンフレット技術資
料・HP等の外国語版を
充実

◇外国語版パンフレット・
　ホームページの見直し、充実［毎年］

企業団情報の
発信
（海外からの見
学者に対する
情報提供の充
実）

図面管理の充
実
（構成団体への
当企業団管路
情報の提供）

海外からの見学者（技術者）に対する技術的な英語版
テキストの作成実施

外国語版パンフレット・ホームページ等の見直し・充実 ２７年度以降も継続

構成団体へデータの提供 データの提供
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